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一﹃源平盛衰記﹄の巴の物語︵井上︶
??????
﹃源平盛衰記﹄ ︵以下、盛衰記︶は、 ﹃平家物語﹄諸本の一つに数えられている。だが覚一本﹃平家物語﹄ ︵以下、覚一本︶などに比べて、その物語の拡散性・分裂性が指摘されており、山 宏明氏は、 ﹁諸本分類上、この盛衰記も﹃平家物語﹄の一形態に数えられはするものの、物語精神に関する限り、盛衰記はすでに物語から逸脱の歩みを踏み出したと評すべきであろう。盛衰記の評価には、物語評とは違った視座を必要とするものらしい﹂と述べてい
る1
。今日に至るまで、盛衰記に


































点に着目して巴の物語を分析し、 ﹁木曾殿の乳母子﹂ 名乗る巴が内部から物語を相対化し得ることを論じる。それは、 ﹁女なれば﹂とに離脱を命じ、乳母子である今井兼平と﹁一所の死﹂を遂げようとする、覚一本 中心とした﹁木曾最期﹂を相対化する視点でもある。
?? ???????
盛衰記における巴の物語は、①畠山重忠との戦い、②木曾義仲との

































不覺シテ﹂もというためらいを見せ︵傍線部Ｃ︶ 、結局﹁木曾ノ妾トイヘバ懐キゾ として巴と組む決断をする︵傍線部Ｄ︶ 。この一連の重忠の考えは、いずれも巴が﹁女﹂であることに起因するものである。
　
畠山巴強チニ近ク廻合。是ハ得タル便宜ト思、馬ヲ早メテ馳寄









は﹁是ハ女ニハ非ズ、鬼神ノ振舞ニコソ﹂と述べ︵傍線部Ｅ︶ 、院の御所へ帰ってゆく ﹁鬼神﹂は人間ばなれした力を持つものの形容で、盛衰記で 、鵯越の坂落としの際に馬を担いで降り 重忠が﹁只今カゝル振舞、人倫ニ 非ズ、誠ニ ノ所為﹂ ︵盛衰記
　
巻第三十七




かれるものとそうでないものとがある。たとえば盛衰記と同じ読み本系に属す 延慶本﹃平家物語﹄ ︵以下、延慶本︶では、都を追われた義仲一行の主従七騎のうちの一騎に巴を挙げ、武者二人を左右の脇にはさんで 締めに倒すとい 勇猛さを描き出しながら、義仲一行が兼平と再会して戦を続け うちに、 ﹁鞆絵ハ落ヤシヌラム、被打シヌラム、行方ヲ不知ナリニケリ﹂ ︵延慶本
　
第五本﹁義仲都落ル事付義仲
被討事﹂ ︶とされている。また同じく読み本系に属する長門本﹃平家物語﹄ ︵以下、長門本︶では、兼平と再会する前に﹁此 もゑは、いかゝ思けん、あふ坂よりうせにけり﹂ ︵長門本
　
巻第十六﹁義仲最後合戦















いづちへもゆけ﹂と命じており︵傍線部Ｆ︶ 、義仲の﹁打死にせん﹂ ﹁もし人手にかからば自害をせん﹂という覚悟と、 ﹁木曾殿の最後のいくさに、女を具せられたりけりなンど、 はれん事もしかるべからず﹂という理由が語られる。 ﹁女﹂ して巴は離脱を命じられ のである。これに対して巴は、 ﹁最後のいくさしてみせ奉らん﹂と敵を討ってみせ︵傍線部Ｇ︶ 、落ち行く。なお、この きの敵の首は捨てられている︵傍線部Ｈ︶ 。
一方、盛衰記では、重忠らとの戦いを経て義仲一行は主従七騎とな


































































































た義仲は﹁是モ運盡ヌレバ、汝ニ討レヌ。義仲モ運盡タレバ、何者ノ手ニ懸、アヘナク犬死センズラン﹂と述べている︵傍線部Ｒ︶ 。義仲は家吉の討死を﹁運盡ヌレバ﹂と捉え、 ﹁義仲モ運盡タレバ﹂とそこに自身の姿を重ねるのである。その き義仲から出る言葉が﹁日來ハ何共思ハヌ薄金ガ、肩ヲ引テ思フ也﹂である︵傍線部Ｓ︶ この言葉は、盛衰記を含め﹃平家物語﹄諸本に共通して、最終的に主従二騎となった義仲が乳母子・兼 に対して語る言葉である。盛衰記では兼平に先んじて巴に同じ言葉を語ることになり、その遠心性を示してもいるが、もう一人の﹁乳母子﹂巴に対してこ 言葉がどのように用いられているかという点に留意すべきであ 。 巴に討たれた家吉に自身の姿を重ね、眼前に迫る死を感じたとき、 ﹁日來ハ何共思ハヌ﹂鎧が﹁肩ヲ引﹂くように思われたのである。
そしてこれが巴と義仲の別れに繋がる。巴が見せた敵の首に自身の
七﹃源平盛衰記﹄の巴の物語︵井上︶





















﹁首ヲ一所ニ並ベン﹂とする巴に、義仲は信濃に捨て置いてきた妻子に自身の最期の有様を語れと命じる。義仲はこれを﹁最後ノ伴ヨリモ可然﹂と述べ︵傍線部Ｖ︶ 、巴はこれを﹁主命﹂として義仲のそばを離れている︵傍線部Ｗ︶ 。 ﹁乳母子﹂として﹁一所の死﹂を望む巴は、




と名乗って見事な戦いをしてみせた。だが巴に討たれた敵 首 見た義仲は、 ﹁女﹂として巴に離脱を命じる また離脱を命じる理由について、義仲は、覚一本では﹁木曾殿 最後のいくさ 女 具せられたりけりなンど いはれん もしかるべからず﹂と述べ が、盛衰記では﹁我討レテ後ニ 木曾コソ幾程命ヲ生ントテ、 ニ女ニ先陣懸サセタリトイハン事コソ辱シケレ 述べている︵傍線部Ｔ︶ 。すわち盛衰記では、最後に女性に先陣を駆けさ と言われるこ を恥とするのだが、このとき巴は正に主従七騎の先陣に進ん いた こに、義仲の﹁乳母子﹂としての振舞を見せる巴と、その巴 ﹁女﹂として捉える義仲 ズレが浮き彫りに る。
また家吉がからげた﹁長ニ餘ル黒髪﹂ 、両者の均衡を崩して家吉の
八﹃源平盛衰記﹄の巴の物語︵井上︶












をして︵傍線部Ｘ︶ 、主命の通り信濃へ下る。巴が離脱 命じられたのは関寺の合戦のときであり、盛衰記ではこのあと義仲が兼平と再会して最後の戦をする。その終わ は、義仲の最期を見た兼平 ﹁主ノ御伴ニ﹂自害し、 ﹁兼平自害シテ後ハ、粟津ノ軍モ無リケリ﹂ ︵盛衰記
　
巻第三十五﹁粟津合 ﹂ ︶で締めくくられている。 ﹁一所の死﹂を遂げることがかなわなかった巴は、義仲が乳母子・兼平と最期を迎えてから、物具すなわち武者姿を脱ぎ捨て、小袖すな ち女性の姿となったのである。
盛衰記における巴の物語は、①畠山重忠との戦い、②木曾義仲との
別れ、③信濃へ下り、のちに関東への三つに分けることができるが、それぞ の場面で巴は姿を変えてゆく。まず、 ﹁萌黄糸威ノ鎧ニ射残シタリケル鷹羽征矢負テ、滋籐弓真中取、芦毛馬ノ太ク逞キニ、小キ巴摺タル鞍置テ乗タリケル武者﹂として重忠の前に現れる。その鎧の袖に重忠が取り付くと 巴は馬に一鞭あてて袖を引き切り 是ハ女ニハ非ズ、鬼神ノ振舞ニコソ﹂と言わしめている。つぎに、義仲との別れに繋がる関寺合戦のときには、先述の通 都を出たときとは装束を変えていることが示され、さらに﹁甲ヲ脱 長ニ餘ル黒髪ヲ後ヘサト打越シテ、額ニ天冠ヲ當テ、白打出ノ笠ヲキ ﹂いた。その姿を見た家吉は﹁女カ童カ
﹂と述べており、このときの巴の姿は一見し



















































盛衰記を含め﹃平家物語﹄諸 とは異なるものとなっている。義仲が馬を﹁薄氷の深田﹂に入れてしまう場面は﹃平家 ﹄ ﹁木曾最期﹂に見られるものであるが、 ﹃平家物語﹄ に共通して、こ あとに続くのは、義仲が兼平の行方を見ようと振り返り そ 内甲を敵に射られるという場面である。だが巴の霊が 内容は、それとは異なる。巴は義仲を乗替の に乗せ、松原で﹁はや御自害候へ﹂ 促す。さらに﹁ も供﹂と言うが 義仲はそれを拒み、 ﹁守小袖を 木曾に届けよ﹂と命じる。御前を立った巴が大勢の敵と戦い戻って見る 、義仲 すでに自害し、松の根元に伏していたとされる ある。﹃平家物語﹄諸本において、義仲に松原での自害を促すのは兼平である(
。一方、能﹁巴﹂では兼平が全く登場せず、代わりに巴がその役
割を担う。乳母子・兼平の役割を、巴が演じるの また義仲の


















































































































 なお、 ﹃源平闘諍録﹄ ︵以下、闘諍録︶では、 ﹁紺村濃 直垂に、唐綾摺の鎧、白星の甲を着て、長輻輪の太刀を帯いたりけり。大中黒の箭頭高に取つて付け、重藤の弓の真中取つて、葦毛の馬にぞ乗つたりける﹂という武者姿の巴に組もうとする敵が﹁女が世も鬚非じ。鬚の無からんを伴絵と思ふべし﹂と述べて﹁内鍪に目を懸けて見廻す﹂場面がある︵闘諍録
　
巻第八之上﹁木曾、瀬田にて討たるる事﹂ ︶ 。武者姿の
ときは一見して男女を判別できず 髭の有無に って女武者・巴 見
一二









































 なお、能﹁巴﹂に 、巴の霊が語る義仲との別れと 内容の異なる語リ間がある。アイの所の者 よって語られるのは、盛衰記との類似点を見せながらも、 ﹁女なれば﹂と離脱を命じられ、義仲の最期に付き添うことがかなわず、去ってゆく巴の姿である。
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︵日︶ 、於：法政大学︶における発表をもとにしたものである。席上、ご教示を賜りましたことに深謝申し上げます。
